
3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

名古屋市上下水道局では時間計画保全の手法により管路の更新を行っていますが、口径が大きな管路ほど更新に多

額の費用がかかるとともに、漏水等が生じた場合の影響が大きいため、管路の状態を正確に把握し、状態に応じた

適切な時期に更新を行う必要があると考えています。

埋設管路の状態を把握するためには、掘削により管外面を調査する必要があるものの、費用面などから縦断的に調

査を行うことが困難です。また、管内面については、運用面から断水が困難な場合がある上に、不断水によるカメ

ラ調査では距離や視界に制限があり、十分な調査を行うことができません。

 主に900mm以上の大口径管路を対象に以下の技術を求めます！

 ・掘削せずに管路の外面又は内面（塗装、管厚、継手）を定期的に点検・調査もしくは常時監視できる技術

 ・断水せずに管路の内面（塗装、継手）を定期的に点検・調査もしくは常時監視できる技術

名６ 埋設管路の状態監視 求める技術︓④・⑦

名古屋市

1  課題を抱える業務の内容

4  技術の導入により代替が期待される業務

主状態監視保全の手法により管路の更新を行うことで、更新費用の削減、漏水等リスクの低減につながります。


